
リバーパーク珠泉施設利用・管理規約

（目的）
第１条 この規約は、リバーパーク珠泉団地共同施設の

利用・管理または使用に関する事項等について
定めることにより、団地土地所有者全員の利益
を増進し、良好な住環境を保全することを目的
とする。

（遵守義務）
第２条 団地土地所有者は、円滑な共同生活を維持す

るため、この規約及び使用細則を誠実に遵守
しなければならない。

2 団地土地所有者は、同居する者に対してこの
規約及び使用細則に定める事項を遵守させな
ければならない。

（区域）
第３条 この規約の対象となる土地の範囲は、珠泉東町、

珠泉西町の全域とする。

（共用部分等）
第４条 この規約において共用部分は、コミュニティー

センター及びその敷地、ゴミステーション施設、
団地内植栽、団地内照明設備、消雪設備（以下
「共用部分等」という。）とする。

（規約の効力）
第５条 この規約は、団地土地所有者の継承人に対し

てもその効力を有する。

2 団地土地所有者以外の者で団地土地所有者の
所有する土地建物を使用する者は、対象土地
の使用方法につき団地土地所有者がこの規約
に基づいて負う義務と同一の義務を負う。

（管理組合）
第６条 団地土地所有者は、第１条に定める目的を達

するために、団地土地所有者全員をもって
「リバーパーク珠泉施設利用・管理組合」（以
下「管理組合」という。）を構成する。管理組
合の設立はリバーパーク珠泉内に100世帯居
住した時点で設立するものとする。

2 管理組合は、事務所をリバーパーク珠泉コミ
ュニティーセンター内に置く。

（架線、電柱及び支線の設置の承諾）
第７条 団地土地所有者は、架線の修理点検等の為の

自己敷地内への立ち入り、使用を認めなけれ
ばならない。

2 電柱、照明設備等への貼紙等団地の美観を損
なう行為は、一切を禁止する。

（所有する土地建物の貸与)
第８条 団地土地所有者は、その所有する土地建物を第

三者に使用させる場合、この規約及び使用細則
に定める事項をその第三者に遵守させなければ
ならない。

（団地土地所有者の責務）
第９条 団地土地所有者は、対象土地について、その価

値及び機能の増進を図るため、常に適正な管理
を行うよう努めなければならない。

（必要箇所への立ち入り）
第10条 管理組合は、管理を行うために必要な範囲に

おいて団地土地所有者の所有する敷地への立
ち入りを請求することができる。
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2 前項により立ち入り請求された者は、正当な
理由がなければこれを拒否してはならない。

3 前項の場合において、正当な理由がなく立ち
入りを拒否した者は、その結果生じた損害を
賠償しなければならない。

4 立ち入りした者は、速やかに立ち入り箇所を
原状に復さなければならない。

（共用部分等の管理）
第11条 共用部分等の管理については、管理組合がその

責任と負担においてこれを行うものとする。

（植栽の管理）
第12条 団地内の街路樹の管理、公園内の高木の剪定は

富山市が行うものとする。

（管理費等）
第13条 団地土地所有者は、団地利用・管理に要する経

費に充てるため、後日組合で定める管理費等の
費用を負担しなければならない。

（継承人に対する債権の行使）
第14条 管理組合が管理組合費等について有する債権は、

団地土地所有者の継承人に対しても行うことが
できる。

（組合費)
第15条 組合費は、管理組合の運営に要する経費に充当

する。

（組合員の資格）
第16条 組合員の資格は、団地土地所有者となったとき

に取得し、団地土地所有者でなくなったときに
喪失する。

（管理組合の業務）
第17条 管理組合は、次に掲げる業務を行う。

1 共用部分等の保安、保全、保守、清掃、修
繕、管理

2 共用部分等の変更及び運営

3 管理費等の収納、保管、運用、支出等に関す
る業務

4 官公署、他自治会等との渉外業務

5 風紀、秩序及び安全の維持に関する業務

6 防犯、防災に関する業務

7 広報及び連絡業務

8 その他組合員の共同の利益を増進し、良好な
住環境を確保するために必要な業務

（業務の委託）
第18条 管理組合は、前条に定める業務の全部または一

部を第三者に委託し、または請け負わせて執行
することができる。

（地上波アンテナ設置の制限）
第19条 団地土地所有者は、団地内の建物に地上波アン

テナを設置してはならないものとする。

（個別プロパンガス利用の制限）
第20条 団地土地所有者は、住宅設備においてガスを利

用する場合、各区画内に設置してある取出し口
よりガスの供給を受けるものとし、個別プロパ
ンの設置は行えないものとする。


